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薬剤が多い。Ins(1,4,5)P3 結合性タンパク質として見出された PLC-related catalytically 
inactive protein（PRIP）は，GABAA receptor-associated protein（GABARAP）や GABAA
受容体 γ サブユニットに結合することにより，GABAA 受容体の細胞内輸送系を調節して
いることが報告されている。また，活性化した Akt（protein kinase B）は，PRIP を介し





















延長が認められたが，野生型と Prip-KO マウスで有意な差は認められなかった。 
以上の結果から，本論文は，Prip-KO マウスでは，脳において β３サブユニット含有
GABAA 受容体の形質膜発現量が減少していたため，β３サブユニットに作用部位を持つプ
ロポフォールとエトミデートで麻酔作用減弱が生じたこと，また，PRIP は β３サブユニッ
トに依存した GABAA 受容体の細胞内輸調節機構に関与し，抑制性神経伝達機構を制御す
る分子であることを明らかにした。よって審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士（歯
学）の学位を授与するに十分な価値あるものと認めた。 
 
 
 
  
